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世
界
最
初
の
体
細
胞
ク
ロ

ー
ン
の
ヒ
ツ
ジ
、
ド
リ
ー
が

英
国
で
誕
生
し
て
か
ら
４
年

後
の
２
０
０
０
年
、
大
西
教

授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
ク
ロ
ー

ン
ブ
タ
の
作
製
に
初
め
て
成

功
し
、
米
科
学
雑
誌
「
サ
イ

エ
ン
ス
」
に
紹
介
さ
れ
た
。

以
来
、
同
教
授
は
、
ク
ロ
ー

ン
技
術
と
遺
伝
子
組
み
換
え

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く

る
遺
伝
子
改
変
ブ
タ
の
開
発

に
取
り
組
む
。

「
医
学
分
野
で
ブ
タ
は
実

験
に
適
し
た
動
物
で
、
こ
れ

ま
で
に
私
た
ち
は
動
脈
硬
化

症
の
ブ
タ
な
ど
10
種
類
ほ
ど

の
遺
伝
子
改
変
ブ
タ
を
作
製

し
て
い
ま
す
。
中
で
最
も
大

き
な
成
果
が
免
疫
不
全
ブ
タ

の
作
製
。
免
疫
機
能
が
な
い

ブ
タ
に
ヒ
ト
の
細
胞
を
移
植

し
て
も
拒
絶
反
応
が
起
き
な

い
た
め
、
ブ
タ
の
体
内
で
ヒ

ト
の
組
織
や
臓
器
に
近
い
も

の
が
つ
く
れ
る
可
能
性
が
高

い
の
で
す
」

遺
伝
子
改
変
ブ
タ
の
つ
く

り
方
は
こ
う
だ
。
ブ
タ
の
胎

児
か
ら
線
維
芽
細
胞
を
採
取

し
て
培
養
し
、
そ
の
細
胞
に

遺
伝
子
を
組
み
入
れ
て
新
た

な
細
胞
を
作
り
出
す
（
＝
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
）。
次

に
、
遺
伝
子
を
改
変
し
た
細

胞
を
用
い
て
、
核
移
植
に
よ

り
ク
ロ
ー
ン
ブ
タ
を
作
る

（
＝
ク
ロ
ー
ン
技
術
）。
そ

の
際
、
核
移
植
に
用
い
る
細

胞
で
、
遺
伝
子
改
変
が
正
し

く
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
が

出
来
る
利
点
が
あ
り
、
確
認

が
で
き
た
細
胞
を
使
っ
て
核

移
植
す
れ
ば
必
ず
目
的
の
遺

伝
子
改
変
ブ
タ
が
つ
く
れ
る

と
い
う
。

生
物
分
野
の
総
合
技
術

こ
の
過
程
で
は
、
①
細
胞

を
採
取
し
、
遺
伝
子
を
改
変

す
る
。
②
卵
子
を
用
意
し
、

遺
伝
子
を
改
変
し
た
細
胞
核

を
顕
微
鏡
下
で
移
植
す
る
。

そ
の
後
、
③
核
移
植
を
し
た

卵
子
を
ブ
タ
に
戻
し
て
妊
娠

さ
せ
④
子
ど
も
を
産
ま
せ
て

育
て
る
―
と
い
っ
た
技
術
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。「
つ

ま
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技

術
ま
で
含
め
る
と
分
子
生
物

学
、
細
胞
学
、
発
生
工
学
、

さ
ら
に
繁
殖
、
育
成
と
、
こ

の
ど
の
一
つ
が
欠
け
て
も
成

功
し
な
い
ト
ー
タ
ル
技
術
が

必
要
で
す
。
そ
の
点
で
、
私

は
（
前
職
場
の
）
農
林
水
産

省
所
管
の
研
究
機
関
で
す
べ

て
の
技
術
を
確
立
し
て
き
た

つ
も
り
で
す
」
と
話
す
。

本
来
、
ブ
タ
は
マ
ウ
ス
や

ラ
ッ
ト
な
ど
の
げ
っ
歯
類
に

比
べ
大
き
さ
や
食
性
の
面
で

よ
り
ヒ
ト
に
近
く
、
解
剖
学

的
、
生
理
学
的
な
面
か
ら
も

ヒ
ト
と
の
類
似
性
が
高
い
。

そ
の
た
め
、
医
療
技
術
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
医
薬
研
究
用

の
実
験
動
物
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
欧
米

で
は
年
間
６
万
～
９
万
頭
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
医

学
分
野
で
は
推
定
で
３
千
頭

前
後
が
利
用
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、「
せ
っ
か
く
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
が
日

本
に
あ
り
な
が
ら
、
立
ち
遅

れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
。

『
点
』
は
あ
っ
て
も
『
点
』

と
『
点
』
を
結
ん
で
『
線
』

や
『
面
』
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
例
の
一
つ
で
は
な

い
か
」
と
指
摘
す
る
。

ブ
タ
を
実
験
動
物
と
し
て

取
り
扱
え
る
技
術
者
の
数
が

少
な
い
、
ト
ー
タ
ル
に
研
究

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
免

疫
不
全
ブ
タ
は
日
本
で
は
普

及
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

高
脂
血
症
ブ
タ
を
使
っ
た
研

究
で
以
前
か
ら
本
学
医
学
部

と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と

は
い
え
、
32
年
間
在
籍
し
て

業
績
を
残
し
た
職
場
を
去

り
、
生
物
資
源
科
学
部
教
授

に
転
じ
た
一
番
の
動
機
は
そ

ん
な
危
機
感
か
ら
だ
っ
た
と

い
う
。「
後
ろ
を
振
り
返
っ

た
ら
『
点
』
だ
け
だ
っ
た
。

医
学
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

が
期
待
で
き
る
こ
の
領
域
の

技
術
者
を
、
今
か
ら
で
も
よ

い
の
で
き
っ
ち
り
教
育
し
て

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
」
と
話
す
。

「
Ｄ
Ｆ
Ａ
Ｔ
」
研
究
に
も

そ
の
一
方
で
、
例
え
ば

今
、
医
学
部
を
中
心
に
取
り

組
む
本
学
独
自
の
再
生
医
療

研
究
（
脱
分
化
脂
肪
細
胞
＝

Ｄ
Ｆ
Ａ
Ｔ
）
な
ど
に
、
大
西

教
授
ら
が
開
発
し
た
ブ
タ
が

利
用
で
き
な
い
か
と
も
考
え

て
い
る
と
い
い
、「
総
合
大

学
の
強
み
を
生
か
し
て
異
な

っ
た
専
門
分
野
を
融
合
し
て

新
し
い
領
域
を
切
り
開
き
な

が
ら
、
教
育
・
研
究
に
生
か

す
こ
と
で
新
し
い
時
代
に
対

応
で
き
る
人
材
を
世
に
出
し

て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

江
戸
幕
府
は
１
６
０
３

年
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
開

い
た
武
家
政
権
で
あ
る
。
そ

の
江
戸
幕
府
権
力
の
形
成
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

主
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

家
康
が
将
軍
を
退
き
、
息

子
秀
忠
が
二
代
目
と
し
て
受

け
継
ぎ
「
二
元
政
治
」
が
お

こ
な
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ

た
。
一
方
で
、
豊
臣
秀
頼
の

「
豊
臣
体
制
」
も
あ
り
、
政

権
は
三
つ
巴
の
態
を
な
し
混

沌
と
し
て
い
た
。
権
力
の
中

心
が
曖
昧
で
あ
る
状
況
を
、

外
国
人
は
ど
の
よ
う
に
理
解

し
た
の
か
。
鍋
本
准
教
授
が

着
目
し
た
の
は
「
外
国
人
の

目
線
か
ら
み
た
17
世
紀
の
江

戸
幕
府
像
」
で
あ
る
。

貿
易
や
市
場
か
ら
17
世
紀

初
期
の
対
外
関
係
を
扱
う
論

文
は
数
多
い
が
、
外
国
史
料

か
ら
当
時
の
日
本
政
治
を
論

じ
る
研
究
は
多
く
な
い
。
と

り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス
を
対
象

と
し
た
研
究
は
稀
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
１

６
１
３
年
に
初
来
航
し
て
か

ら
わ
ず
か
10
年
間
し
か
日
本

に
滞
在
し
な
か
っ
た
か
ら

だ
。外

国
人
か
ら
み
た
権
力
者

の
呼
び
方
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
商
人
や
宣
教
師
た
ち
西

洋
人
は
、
大
名
を
「
王
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

「
王
」
と
一
言
で
言
っ
て

も
、
戦
国
時
代
以
来
、
権
力

者
は
「
領
主
」「
国
主
」「
王

の
中
の
王
」
な
ど
と
呼
ば

れ
、
誰
が
国
を
代
表
す
る
か

わ
か
り
づ
ら
い
状
況
だ
っ

た
。
江
戸
時
代
、
英
国
人
は

家
康
を
「
エ
ン
ペ
ラ
ー
」、

秀
忠
を
「
シ
ョ
ン
ゴ
様
（
将

軍
様
）」、
秀
頼
を
「
プ
リ
ン

ス
」
と
呼
ん
だ
。
な
ぜ
家
康

は
「
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
で
、
秀

忠
は
「
シ
ョ
ン
ゴ
様
」
な
の

か
。
秀
忠
の
場
合
、
日
本
人

が
理
解
す
る
征
夷
大
将
軍
の

役
割
か
ら
で
は
な
く
、「
将

軍
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
そ
う
表
現
さ
れ
、
現

実
と
し
て
「
家
康
を
よ
り
上

位
の
権
力
者
」
と
英
国
人
が

認
識
し
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
、
鍋
本
准
教
授
は
指

摘
す
る
。「
例
え
ば
、
外
交

問
題
の
時
に
誰
を
頼
る
か
。

英
国
人
に
と
り
、
そ
れ
は
将

軍
で
は
な
く
『
皇
帝
』
家
康

だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
皇
帝

観
と
江
戸
幕
府
の
将
軍
観
の

違
い
を
き
ち
ん
と
追
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」と
話
す
。

英
国
で
資
料
の
確
認
作
業

２
０
１
４
年
12
月
22
日
か

ら
翌
年
３
月
18
日
に
か
け
て

海
外
派
遣
研
究
員
と
し
て
英

国
・
ロ
ン
ド
ン
に
渡
っ
た
。

「
近
世
日
欧
関
係
か
ら
み
る

江
戸
幕
府
認
識
に
関
す
る
研

究
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
地
で

手
紙
な
ど
の
資
料
を
読
む
こ

と
が
主
眼
で
あ
っ
た
。「
資

料
の
破
損
や
保
存
機
関
の
移

動
な
ど
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
あ

り
、
メ
モ
も
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
帰
国
直
前
に
図
書

館
規
程
が
変
更
さ
れ
て
手
紙

の
撮
影
が
認
め
ら
れ
、
画
像

を
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

収
穫
で
す
」
と
話
す
。

別
の
研
究
課
題
に
「
幕

末
・
明
治
期
に
お
け
る
歌
舞

音
曲
の
日
本
社
会
へ
の
影

響
」
が
あ
る
。
端
的
に
言
え

ば
、
外
国
人
が
日
本
の
音
楽

を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
が
テ

ー
マ
だ
。
掘
り
下
げ
る
と
、

こ
の
テ
ー
マ
は
、
芸
妓
や
遊

女
の
身
分
に
つ
な
が
る
。
江

戸
時
代
の
音
楽
は
、
間
接
的

に
明
治
初
年
の
「
身
分
解
放

令
」に
影
響
を
与
え
た
。「
外

国
人
は
身
分
、
人
権
、
男
女

差
な
ど
に
非
常
に
敏
感
で

す
。
三
味
線
な
ど
を
奏
で
た

日
本
の
宴
会
を
彼
ら
が
ど
う

感
じ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
認

識
は
日
本
の
社
会
に
影
響
を

与
え
た
の
か
。
外
国
の
歴
史

と
日
本
の
歴
史
の
融
合
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
語

る
。加

え
て
「
歴

史
は
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
時
間
と

空
間
を
接
着
す

る
こ
と
が
で
き

る
学
問
で
す
」

と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
っ

た
。

よ
り
貪
欲
に
学
べ

普
段
の
授
業
は
厳
し
い
、

と
自
認
す
る
。
そ
れ
は
、「
学

力
の
あ
る
学
生
に
は
最
大
限

の
評
価
を
。
伸
び
悩
む
学
生

に
は
学
修
の
手
を
抜
か
な
い

よ
う
指
導
を
。
最
も
大
切
な

こ
と
は
厳
し
く
て
も
学
生
を

支
え
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し

な
い
こ
と
」
と
い
う
、
か
つ

て
指
導
教
員
か
ら
受
け
た
教

育
観
の
影
響
が
あ
る
か
ら

だ
。通

信
教
育
部
で
は
、
主
に

歴
史
学
や
日
本
史
の
講
義
を

受
け
持
つ
。
２
０
１
３
年
度

に
は
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ

で
、
ホ
ノ
ル
ル
に
あ
る
ハ
ワ

イ
大
学
マ
ノ
ア
校
で
移
民
に

関
す
る
講
義
を
お
こ
な
っ

た
。「
現
地
の
雰
囲
気
を
味

わ
い
、
歴
史
や
文
化
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
移
民
の
実
態

と
苦
悩
を
学
ぶ
こ
と
に
意
味

が
あ
る
」
と
話
す
。

学
生
に
は
、「
通
信
教
育

部
は
勉
強
し
た
く
て
入
学
し

て
き
た
人
が
多
い
。
学
び
た

い
こ
と
を
よ
り
貪
欲
に
学

び
、
何
年
か
か
っ
て
も
、
自

分
が
満
足
で
き
る
ま
で
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
お
く
っ
た
。

大量の資料と向き合うのが日課。（日本大
学会館にある研究室で）

実験室の大西教授

実験室で研究室の学生たちに囲まれる大西教授

海外派遣研究員として滞在した
ロンドンで

ヒトの治療につなげる研究
クローン技術＋遺伝子組み換え技術

将来的には代用可能な臓器の作製も

大
西
　
彰（
お
お
に
し
・

あ
き
ら
）
昭
和
57
年
東
京

農
業
大
学
農
学
部
畜
産
学

科
卒
業
後
、
農
林
水
産
省

畜
産
試
験
場
育

種
部
へ
。
平
成

３
年
９
月
か
ら
１
年
間
、

米
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
で

在
外
研
究
員
。
帰
国
後
、

16
年
独
立
行
政
法
人
農
業

生
物
資
源
研
究
所
発
生
工

学
研
究
チ
ー
ム
、
医
用
モ

デ
ル
ブ
タ
研
究
開
発
ユ
ニ

ッ
ト
長
な
ど
を
経
て
、
26

年
日
本
大
学
生

物
資
源
科
学
部

教
授
。
13
年
畜
産
大
賞
研

究
開
発
部
門
賞
。博
士（
農

学
）
＝
広
島
大
学
。
茨
城

県
出
身
。
56
歳
。

鍋
本
　
由
徳
（
な
べ
も

と
・
よ
し
の
り
）
平
成
４

年
日
本
大
学
文
理
学
部
卒

業
、
同
６
年
同
大
学
院
文

学
研
究
科
史
学

科
修
了
、
同
10

年
同
研
究
科
日
本
史
専
攻

修
了
。
日
本
大
学
文
理
学

部
助
手
、
非
常
勤
講
師
を

経
て
、
25
年
か
ら
現
職
。

講
義
で
は
、
主
に
「
歴
史

学
」「
日
本
史
入
門
」「
日

本
史
特
講
」「
日
本
史
演

習
」
を
担
当
。
地
方
史
研

究
協
議
会
、
関

東
近
世
史
研
究

会
、
日
本
史
研
究
会
、
近

世
史
研
究
会
、
戦
国
史
研

究
会
に
所
属
。
大
阪
府
出

身
。
46
歳
。

免
疫
不
全
ブ
タ
の
作
製
と
技
術
の
普
及
を

目
指
す�

生
物
資
源
科・大
西 

彰
教
授

外
国
人
の
目
線
か
ら
み
た
17
世
紀
の

江
戸
幕
府
像�

通
信･

鍋
本 

由
徳
准
教
授

歴
史
は
時
空
の
接
着
剤

外
国
の
歴
史
と
日
本
の
歴
史
の
融
合
を

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル


